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校内・校外で様々な体験を通して生徒たちは成長 
多くの競技で高校総体県予選が終了し、６月は各学年の生徒たちは校内・校

外での活動を体験しています。１年生は初めての中間考査で努力し、スーパー

サイエンスハイスクールの活動が本格化しました。２年生は北海道修学旅行を

体験し、様々な研修を行いました。３年生は医学をはじめ専門的な分野のお話

を聴く機会を持ち、明確な目標設定を定める取組を行いました。       （写真は修学旅行：北海道道庁） 

 

 

国際理解教育の一環として、本年度はマレーシア研修を行います。

マレーシアでの異文化体験を目的に、ホームステイ、現地での学校訪

問・授業参加、文化に触れる体験を中心に研修を行います。訪問に向

けて各自で事前研究を実施しています。６月５日には事前説明会とし

て、保護者対象に研修の準備、渡航での注意点等の説明会を行いまし

た。 

 

 

６月１８日から４日間、２年生は北海道修学旅行に出かけました。学年全

体が日によって別々のコースに分かれ、北の大地の雄大さを楽しむとともに、

クラスや学年の親睦を深めました。 

３泊４日で北海道を満喫 

修学旅行団は初日に新千歳空港に

到着し、洞爺湖遊覧、サイロ展望台を

見学し、２日目にはニセコ体験学習と

小樽市内班別研修を行いました。 

体験型研修は２日目、３日目 

２日目はクラスの仲間と、３日目はクラスを解体した希望別コ

ースで、北海道の自然、歴史、文化な

どについて学びました。 

３日目の「ダッチオーブンコース」

では自分たちでチキングリルを作成し、

津では体験できないカヌーやマウンテ

ンバイクを体験しました。 

「札幌満喫コース」では大倉山ジャンプ台でオリンピックの気分

にひたり、羊ヶ丘展望台で大志を抱きました。 

自分たちの修学旅行 広い大地で 広い心で 2 学年修学旅行 

   マレーシア研修の説明会  

三重県では、平成 24 年に策定した「三重

県環境基本計画」に基づき、環境教育を推進

しています。その一環として生徒が一斉に行

動し、環境について考える「学校環境デー」

を各学校が設定しています。 

美化活動に 500 人以上が参加 

学校環境デー（６月 25 日） 

 

６月 25 日の放課後、有志生徒 517 人、職

員 16 人の合計 533 人が参加し、校内及び学

校周辺の清掃活動を行いました。今にも降り

出しそうな天候の中、約 1 時間、熱心にゴミ

の回収や雑草の除去などの作業に取り組む

ことができました。 
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「富良野体験コース」ではバター作

りやアイス作りを体験し、富良野の

色とりどりの花に囲まれ、大自然の

雄大さを感じました。 

「富良野観光コース」では富良野で

しか味わえない風景や美瑛の白金青い池を堪能しました。 

「旭山動物園コース」では動物を身近に感じる工夫を通し

て、生命の大切さを感じました。 

２日目に９クラスが札幌で夕食会

を持ち、修学旅行委員の企画のもと、

レクリエーション大会を持ちました。

ゲームやダンス部の演技など多彩な

出し物で大いに盛り上がりました。 

そして最終日は札幌市内観光を行い、たくさんのお土産

とともに、全員無事に学校に帰着しました。 

生徒たちは４日間の研修で学んだことを学校での授業

にいかし、特に英語でのＴＴ、ＡＬＴとのコミュニケーシ

ョンで活発に発表してもらう予定です。 

 

 

５月２３日、ＳＳ探究活動Ⅱで三重大学の三島隆准教

授（大学院生物資源学研究科）に「データを理解するた

めの道具『統計』」という演題で講演

をしていただきました。研究を進め

るうえで、研究結果を裏付け、根拠

付けるデータ処理は大変重要である

ため、「データを分析するということ

は『母集団』の特徴を明らかにすることです。そのため、

測定された数値をどのように取り扱うかを学んで欲し

い。」等、今後ＳＳ探究活動を進めていくうえで、根幹

にかかる内容を確認していただきました。実際に班別で

データ処理の初歩作業も実施していただき、とても解り

やすい内容でした。 

 

 

６月２１日、1年生対象に保健講演会を行い、「生と

性について考える」をテーマに、くつろか助産院の助産師、濵地祐子先生のお話

を聴きました。自分の思いだけで行動するのではなく、パートナーの思いを大切

にする必要性を強調されました。いのちの大切さを、小説や絵本等の題材を通し

て、「生きることは、誰かと心を通わせること」「人間的なつながりこそ大切であ

る」等と示してくれました。 

データを理解するために～ＳＳ探究活動 

いのちを大切に～性教育講座 

部活動等の成果報告 

 東海高等学校総合体育大会 

陸上部 

女子 400ｍ 

 第４位：魚住 るり（２年） 

（全国大会出場） 

ボート部 

男子ダブルスカル 第２位 

千葉 早翔（３年） 

山本 惇司（３年） 

（全国大会出場） 

ヨット競技 

男子学校対抗 第３位 

川戸 洋平（３年） 

太田タケル（１年） 

 

 県高等学校総合体育大会 

水泳部 

男子総合 ２位 

男子 400m フリーリレー ２位 

男子 400m メドレーリレー ２位 

男子 800m フリーリレー ２位 

織田 大世（３年）男子 100m 自由形 ６位 

          男子 200m 自由形 ４位 

横山 稀帆（３年）男子 400m 自由形 ３位 

          男子 1500m 自由形 ６位 

奥田 幸登（２年）男子 50m 自由形 ４位 

          男子 100m 平泳ぎ ４位 

横山 栞優（２年）男子 100m バタフライ２位 

男子 200m バタフライ ２位 

女子 400m フリーリレー ８位 

齋藤 美月（３年）女子 50m 自由形 ４位 

女子 100m 背泳ぎ ２位 

前田 七海（３年）女子 200m 平泳ぎ ５位 


